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新型コロナウイルスが世界中で猛威を振るっています。日本でも緊急事態宣言が発令され、経済や教育にも影響

が出ています。当校でも感染拡大防止のために休校を余儀なくされ、卒業式や入学式が中止となりました。5月後半

に学校は再開されましたが、いつものような日常が戻るのはもう少し先になりそうです。マスクをつけソーシャル

ディスタンスを守りながら、講義や実習に取り組んでいます。そのなかでの当校の学校生活について紹介します。 

 

 

 

今年度は４１名の学生が入学しました。そのうち社会人が８名、男子学生が８名といつもより社会人が多い学年で

す。そして、今年は九州からの入学生もおり、さまざまな出身地の人がいます。このクラスの特徴は、素直でまじめ

な学生が多く、コツコツと課題に取り組めることです。これからの３年間クラスで手を取り合いながら頑張っていき

たいと思います。 

入学式や看護の日記念行事は中止となってしまいましたが、先輩からの心温まるメッセージもいただき、これから

の学校生活が楽しみになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルスの感染拡大により当校も休校していましたが、５月２５日から再開することができました。 

久しぶりに同級生の顔を見ることができ、ホッとしました。１，２年生は講義と夏の実習に向けての演習に励ん

でいます。３年生は６月から看護学実習が始まりました。そのため、看護学生として自分の感染予防はもちろ

ん同級生や患者さんに感染を広げないように、「新しい生活スタイル」や「３蜜」を防ぐ取り組みを学校生

活の中で継続しています。 

   

  

☆ 学校が再開しました ☆ 

桜の木の下で41名が集合 

〒625-8502 

京都府舞鶴市字行永 2410番地 

℡：（0773）63‐4338 Fax：（0773）63‐3014 

☆ 新入生紹介 ☆ 

登校したら手洗いと体温測定 

先輩からのメッセージ 

教室の机も消毒！ 

一方向を向いて間隔をあけて座ります。 



 

 

皆さんは里帰りあじさいをご存じでしょうか。当院で入院していた

少年が志半ばで中学校に行くという夢が断たれました。その少年が

育てていたのがあじさいです。あじさいは少年が行く予定であった

中学校に植えられ、大きくなった株が当院に帰ってきました。里帰

りあじさいと名付けられたあじさいを少年が入院していた小児科

から見えるように植え替えを行いました。中学校から当院の小児科

へと少年の想いが引き継がれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休校している間に、学校周囲に雑草が生えてしまいましたが、学生会で草抜きし、芝桜を植えました。 

今年は４月から休校となり、学校の桜を十分に楽しむことができませんでしたが、来年はこの芝桜がピンク

の花を咲かせ、明るい春を迎えられるように、大事に育てていきたいです。 

 

 

 

 

新型コロナに負けず、今年度もオープンキャンパスを行います。オープンキャンパスでは実際に講義などで使用して

いる物品にふれたり、在校生と交流できたりします。看護学校での学校生活を知る良い機会となりますので、ぜひ  

参加してみてください。現在、それぞれの企画準備や学校紹介 DVDを絶賛作成中です！感染対策も整え実施します！ 

 ＜オープンキャンパス開催予定日＞ 

   ７月２６日（日）  ８月 ２日（日）   ９月 ６日（日） 

    ＊学校のホームページもしくは電話・メールにてお申込み下さい。 

 

この学校新聞「まいづる☆かん GO!!」はホームページでも観覧できますので、一度ホームページも見て下さいね。 

アドレス（https://maizuru.hosp.go.jp/school）

☆ 終わりに ☆ 

☆ 芝桜を植えました ☆ 

 ☆ 小児科病棟のあじさい ☆ 

☆ 里帰りあじさいが今年もきれいに咲きました ☆ 

高校の授業を考慮して日程を 

日曜日に変更しました！ 


